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木
骨
は
我
国
の
江
戸
時
代
独
特
の
造
形
物
で
、
医
師
の
科
学

的
探
究
心
と
職
人
の
技
の
高
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
私
達
は

星
野
木
骨
（
広
島
大
学
所
蔵
）
、
各
務
木
骨
（
東
京
大
学
所
蔵
）
、

奥
田
木
骨
（
国
立
科
学
博
物
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
比
較
研
究
を

行
っ
た
。

星
野
木
骨
（
身
幹
儀
）
は
一
七
九
二
年
に
広
島
の
医
師
・
星

野
良
悦
が
工
人
・
原
田
孝
次
に
、
各
務
木
骨
は
一
八
一
○
年
ま

で
に
大
坂
の
医
師
・
各
務
文
献
が
田
中
某
に
、
奥
田
木
骨
は
一

八
二
○
年
頃
に
大
坂
の
医
師
・
奥
田
万
里
が
池
内
某
に
作
ら
せ

た
等
身
大
の
骨
格
模
型
で
、
前
二
者
は
成
人
男
性
、
後
者
は
成

人
女
性
の
も
の
で
あ
る
。
星
野
木
骨
と
奥
田
木
骨
で
は
舌
骨
と

耳
小
骨
以
外
の
全
て
の
骨
が
揃
っ
て
い
る
が
、
各
務
木
骨
に
は

か
な
り
の
欠
失
が
あ
る
。
星
野
木
骨
と
各
務
木
骨
で
は
、
各
骨

9

江
戸
時
代
に
制
作
さ
れ
た
木
骨
に
関
す
る

研
究
ｌ
星
野
木
骨
各
務
木
骨
、
奥
田
木
骨
の
比
較
Ｉ

片
岡
勝
子

広
島
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科

は
原
則
と
し
て
別
々
に
作
ら
れ
、
関
節
面
で
衲
と
衲
穴
に
よ
り

結
合
で
き
る
。
し
か
し
全
身
を
組
み
立
て
る
こ
と
は
難
し
く
、

部
分
的
に
嵌
め
た
り
外
し
た
り
し
て
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

奥
田
木
骨
は
椅
座
位
に
組
み
立
て
て
展
示
で
き
る
よ
う
に
胸
郭

等
は
一
体
化
さ
れ
、
結
合
の
た
め
の
装
具
が
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

星
野
木
骨
で
は
骨
は
薄
茶
色
、
軟
骨
は
原
則
と
し
て
白
く
塗
ら

れ
て
い
る
。
各
務
木
骨
は
木
彫
の
う
え
に
和
紙
を
貼
り
付
け
、

褐
色
に
彩
色
し
て
あ
り
、
肋
軟
骨
の
み
が
白
い
・
奥
田
木
骨
で

は
骨
は
木
肌
の
ま
ま
で
、
軟
骨
を
白
く
塗
っ
て
い
る
。
今
回
は

特
に
興
味
深
い
頭
蓋
を
中
心
に
比
較
検
討
し
た
結
果
を
述
べ
る
。

星
野
木
骨
の
頭
蓋
を
外
面
か
ら
み
る
と
全
て
の
骨
が
縫
合
で

結
合
さ
れ
て
お
り
、
矢
状
縫
合
は
右
に
偏
っ
て
い
る
。
頭
蓋
冠

は
切
ら
れ
て
い
な
い
。
突
起
や
縁
は
丸
み
を
帯
び
、
凹
凸
は
少

な
く
、
滑
ら
か
で
穏
や
か
な
感
じ
が
す
る
。
眼
窩
を
構
成
す
る

全
て
の
骨
も
縫
合
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、
視
神
経
管
や
上
・
下

眼
窩
裂
は
実
際
よ
り
も
小
さ
く
、
塗
料
が
厚
い
た
め
と
思
わ
れ

る
。
涙
襄
窩
と
そ
れ
に
続
く
鼻
涙
管
も
見
え
る
。
鼻
甲
介
は
明

瞭
で
は
な
い
。
外
頭
蓋
底
で
は
茎
状
突
起
は
左
右
と
も
に
短
い

が
、
小
さ
い
茎
乳
突
孔
を
含
め
、
ほ
と
ん
ど
の
孔
が
作
ら
れ
て
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い
る
。
大
後
頭
孔
か
ら
内
視
鏡
を
入
れ
て
頭
蓋
内
の
観
察
を
行

う
と
、
飾
骨
飾
板
と
鶏
冠
、
ト
ル
コ
鞍
、
錐
体
、
斜
台
、
全
て

の
孔
、
硬
膜
動
脈
や
静
脈
洞
に
よ
る
溝
が
作
ら
れ
て
い
た
。
眼

窩
や
外
頭
蓋
底
の
孔
か
ら
紙
嵯
り
を
通
す
こ
と
に
よ
り
、
正
円

孔
と
内
耳
孔
以
外
の
孔
は
正
確
に
頭
蓋
内
外
を
連
絡
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
蝶
形
骨
小
翼
後
部
や
前
床
突
起
は
壊
れ
て

お
り
、
木
粉
を
固
め
た
よ
う
な
も
の
か
ら
木
釘
状
の
も
の
や
生

糸
の
よ
う
な
繊
維
状
の
も
の
が
覗
い
て
い
た
。
ま
た
、
縫
合
に

沿
っ
て
割
れ
目
が
あ
り
、
両
側
か
ら
針
金
で
結
わ
え
て
あ
っ
た
。

Ｘ
線
撮
影
で
も
ト
ル
コ
鞍
、
上
顎
洞
、
縫
合
に
沿
っ
た
割
れ
目

や
針
金
が
確
認
で
き
た
。
以
上
の
結
果
か
ら
頭
蓋
の
制
作
に
あ

た
っ
て
は
、
①
真
骨
を
主
な
縫
合
に
沿
っ
て
切
り
分
け
、
②
木

で
大
ま
か
な
形
を
作
っ
た
後
に
、
木
粉
と
生
糸
を
練
り
合
わ
せ

た
も
の
で
細
部
を
作
っ
て
各
部
の
模
骨
と
し
、
③
こ
れ
ら
を
組

上
げ
て
頭
蓋
を
形
作
り
、
④
塗
料
を
塗
り
、
頭
蓋
外
面
の
縫
合

を
浅
く
彫
っ
て
彩
色
し
、
仕
上
げ
た
と
推
察
さ
れ
た
。

各
務
木
骨
の
頭
蓋
は
三
種
の
木
骨
の
う
ち
も
っ
と
も
リ
ア
ル

で
、
眼
窩
の
孔
や
鼻
甲
介
も
ほ
ぼ
正
確
に
作
ら
れ
て
い
る
。
頭

蓋
冠
は
前
上
が
り
の
斜
め
に
切
っ
て
あ
る
。
頭
蓋
冠
、
頭
蓋
底

と
も
に
、
直
線
的
に
切
っ
た
複
数
の
パ
ー
ツ
を
組
み
合
わ
せ
て

作
ら
れ
て
い
る
。
眼
窩
の
孔
や
鼻
甲
介
も
ほ
ぼ
正
確
に
作
ら
れ
、

外
頭
蓋
底
の
茎
状
突
起
は
実
物
長
で
あ
る
。
内
頭
蓋
底
で
は
脳

回
に
よ
る
圧
痕
が
作
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
星
野
木
骨
に
み
ら

れ
る
前
頭
蝶
形
縫
合
や
正
円
孔
、
疎
孔
は
な
く
、
そ
の
位
置
が

朱
で
示
さ
れ
て
お
り
、
後
に
メ
モ
的
に
入
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

奥
田
木
骨
の
頭
蓋
は
、
一
木
で
外
面
を
作
っ
て
か
ら
頭
蓋
冠

を
水
平
断
し
、
頭
蓋
内
構
造
を
彫
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
側
頭

骨
に
は
、
こ
の
女
性
骨
に
は
不
釣
合
い
に
鮮
明
な
側
頭
筋
束
付

着
部
の
圧
痕
が
様
式
化
し
た
形
で
彫
ら
れ
て
い
る
。
鼻
甲
介
も

様
式
化
し
て
あ
る
。
内
頭
蓋
底
に
は
各
務
木
骨
に
は
な
か
っ
た

前
頭
蝶
形
縫
合
や
卵
円
孔
が
み
え
る
。
し
か
し
鰊
孔
は
な
く
、

卵
円
孔
か
ら
硬
膜
動
脈
溝
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
奥
田

木
骨
で
は
、
思
い
違
い
や
様
式
化
が
所
々
に
見
ら
れ
、
実
物
よ

り
も
知
識
に
頼
っ
て
制
作
し
た
傾
向
が
窺
え
る
。
も
う
一
体
の

奥
田
木
骨
（
名
古
屋
市
博
物
館
所
蔵
）
も
精
査
す
る
必
要
が
あ

る
。


